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緒 論

結核菌嚢育培 地 トシテノ・撒 多 ノ合成培地 アリ、

就 中「ツベル ク リン」産 生 ノ目的 テ以 テ特 二考案

セラ レタル培 地ノ、極 メテ多 シ。1929年 且enley

(1肋ノ・「ッベル ク リン」産 生培地 トシテ理 想的 ナ

ルノ・、次 ノ條件 テ必要 トス ト言 ヘ リ。即 チ最短

期間 内一、 而 モ登育菌量最 モ多 キ培地 タル コ ト

テ要 ス ト。

斯 ノ意味 二於 テハHenleyandLeDuc(3)(1930)

等 ノAmmoniummalate培 地 ハ 且enley氏

「アスパラギ ン」含有培 地 ヨリ、 「ツベル クリン」

産生用培地 トシテノ・遙 カニ劣 ル ワケナ リ.其 ノ

後White(4)(1934)ノ ・Puri且edProteinDeriv-

ative(P.P.D.)テ 製作 スル 際、使用合成培 地内

ノ「アスパ ラギ ン」含有 量 テ大 量 ト、ナス コ トニ ヨ

リ、培養結核菌 ノ嚢育 テ良好 トナ シ、而 カモ豫想

以上 ノ蛋 白分 子量 テ獲得 スル コ トー成功 セ リ.

WongandWeinzirl(5)(1936)ノ ・頗 ル経濟 的 ナル

培 地 テ登 表 シ、其 ノ際他 ノ培 地 ト比較 スル條 件

トシテ、登育菌 量 ノ大小 ノ ミテ以 テシ、「ツベ ル

クリン」産生能 二關 シテノ、鰯 レザ リキ。
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他 方、近 年 二至 リ、多 ク ノ學者 ニ ヨ リテ、「ツベ

ル クロプロテiン 」抗元 ノ・結核 ノ冤疫及 ビ脱感

作 實験 二使用 セ ラルル傾向多 ク必然 的 二次 ノ如

キ幾 多 ノ疑 問 テ生 ズル ニ至 レリ.

即 チ、(1)諸 種 合成培 地内 ・・;一一於 ケル「ツベ ル ク

リ ン」産 生能 ナルモ ノノ、、從 來考 ヘ ラ レタル如

ク、結核 菌 ノ登 育1赴ZF行 ス ルモ ノナ リヤ。

(2)然 リ トス レバ、 「ツベル ク リン」産生 二及 ス

要約 トシテ、登育菌量以外 二別種 ノ因子 ア リヤ。

(3/合 成培 地内 二於 テ 産生 セ ラル ル「ツベル ク

ロプロティ ン」沈澱 量 ト「ツベル ク リン」皮 内反

癒i弓星度 トノ、相 李行 スル モ ノナ リヤ。

然 ル ニ是等 ノ問題 二關 シテ詳細 二研究 セル者 少

ク、僅 二次 ノ如 キ人kノ ミナ リ。 帥 チ、1928年

Seibert(6}ノ 、Syntheticmediumtuberculin

(S.M.T.)研 究 報 告 二於 テTuberculoprotein産

生 量 ト培 養期間 トノ關係 テ論 ジ、1934年 同 氏(7,

ノ・P.P.Dノ 分離實験 中、 同型 ノ或 ル結核 菌株

ノ・他 結核菌株 ノ三倍量 ノ「ツベル クリ ン」テ産生

セ シコ トテ糸超験 セ リ.

1937年Wong〔^)ノ ・「グ リセ リン」テ含有 セズ而

第一章

第 一節

イ轍 室 二保存 ノ人型 張毒 菌F株 テ用 ヒタ リ。約

1ケ 月 ニ シテ最高装育 二達 シ「ツベル ク リン」産

モ「ツベ ル クリ ン」産 生能 大 ナル培地 テ製 セ リ。

該培地 ノ・Long(9)氏 培 地 ノ3分 ノ1ノ 代 慣 ニテ

濟 ミ、 「ゲ リセ リン」ノ代用物 トシテ葡萄糖 テ用

ピタ リ。而 シテ、培養 ノ途 中 二 於 テ、培地 テ

「アルカ リ」側 二 移動 セ シムル トキノ、「ツベル ク

リン」産生能大 トナ リ、 且 ツ、培 地 テ「アル カ リ」

側 ニナ ス際、Long培 地 二比 シ、 菌登育量約 牛

量 ナル ニ、其 ノ「ツベ ル ク リン」牧量 ノ、三倍 量 二

相當 セ シコ トラ報 告 シ、結核 菌 ノ 瑳育量 ト、

「ツ(ごル ク リン」産生能 トノ・必 ズ シモZIS行 ス ルモ

ノニ アラザル コ トラ實言登セ リ。

何 レニセ ヨ、實際 問題 トシテ、種 々 ノ目的 二、

「ッベル ク リン」テ使 用 セ ン トスル際、吾 人 ノ希

望 トスル所 ノ・、最短期 間 一、最大 量 ノ「ツベ ル

クリン」テ産 生 シ、而 カモ 償格 低廉 ナル 培 地 タ

ル コ トナ リ。

偶 々著 者 ノ・、結核菌 ノ登 育拉 ビニ「ツベル クリ

ン」産 生 二及 ボ ス培 地 ノ諸要約 二就 テ、研 究 シツ

ツアリ。弦 ニハ今 日迄 二得 タル成績 ノミテ報 告

シ將來 ノ研究 二資 セ ン トス。

實験方法

使用菌株

生 ノ研究 二便利 ナル菌 株 ナ リ.

第二節 實験操作

豫 メソー トン氏培 地 一一一3週 間培 養 セル結核 菌 ノ

菌膜 テ直径7mmノ 大 型渦巻 白金耳 テ以 テ略{

等 量宛 取 リ「ツベル クリン」産 生用 ノ「コルベ ン」

二移植 λ。 各 「コルベ ン」内 ノ培地容量 ノ・便宜 上

200c.c.1・シ、實験 ノ精確 テ期 セ ンガタ メ、同條件

ノ「コルベ ン」4個 宛 テ使用 セ リ。

菌 移植後6週 乃至8週 ニ シテ1各 「コルベ ン」テ

100℃,20分 滅 菌 シ、濾紙 ラ以 テ、 「ツベル クリ

ン」含有濾液 テ濾過 シ、 該濾液 二就 キテ「ッベル

クロプロテ ィン」含有量 テ測定 セ リ。

「ツベル クロ プロテ イン」測定方法

100、度20分 滅 菌 セ ル 上述原 濾液 ノ適當量 テ遠

心管 ニ トリ、1分 間3000廻 轄 蓬心器 ニ テ 遠 心

沈澱 シ上清 テ滅菌試瞼管 ニ トリ、該液 テ0.5c.q、

1.Oc・q、2.Oc・c.宛鳥 潟沈澱管 二入 レ、各 々等量 ノ

20%三 盤 化酷酸溶液 テ加 へ、24時 間氷室 二保 存

シ、沈澱物 浮遊状況 ラ観 察 シタル後、再 ビ1分

間3000廻 轄 遠心器げ 使用 シ、30分 間遠心 シ、

沈 渣 テ談 ム コ トトセ リ。 而 シテ、直 チニ此 ノ値

テ以 テ「ツベ ル クロ プロテ ィ ン」量 ト見倣 シタ
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リ。

「ツ'ごル クロ プロテ イン」沈澱剤 トシテノ、後述 ス

ル如 ク,三 賂化酷酸 ノ代 リへ 「ズル フォザ リチ

ー ル」酸、5%「 メタ」燐酸、 エ ス・f∠Σ氏試藥、

燐 「タ ングステ ン」酸、10%加 里 明饗 ヲモ用 ヒ、

比較封照 セ リ。

水素「イオン」濃度測 定 ニノ・比色法 テ用 ピタ リ。

第三節 使用各培地製法

使 用 培 地 ト シ テ ・・次 ノ如 キ モ ノ テ 用 ピ タ リ。

培 地 番 號(3)Long(9)氏 人 工 培 地Longand

Seibert,1926)

Wasser1000qc.

GlyzerinsOc.a

Magnesiumsulphate1.Og

K,,HPO,3.09

Nacarbonate3.Og

Asparagin5.Og

Eisen-Amm-citrateO.05g

Ammonium-citrat5.Og

PH7.2二 修 正 シ、各 「コ ル ベ ン」二200c・q宛 分 注

シ、100℃30分3日 間 滅 菌 人。

培 地 番 號(4)Glukose-Maltosemedium

A液

Malicacid,theinactiveform

Ammoniumhydroxide(10percent.

Solution)

Potassiumacidphosphate

Sodiumchloride

Magnesiumsulphate

Ferricammoniumcitrate

Distilledwater

以llテ 加 熱 溶 解 シ、 沈 澱 テ 生 ズ ル 故 一=一、

109

・40c.c.

39

29

19

0.049

900c.c.

濾 紙 ニ

テ濾 過 シ、 内 容500c.c.ノ 「フ ラ ス コ」二180c.c.宛

分 注 シ、1000C30分1回 滅 菌 シ之 ・一,A液 ト シ、

下 記 ノB液 テ調 製 シ之 二加 へ 、100℃15分3回

滅 菌 ス(A液180c・c.十B液20c.c.)。

B液

Glukose50g

Maltose10g

DistilledwatertomakeIOOαc

B液 ノ・20cc宛 試 験管 二 分注 シ100℃15分1同

滅菌 ス。

培 地 番 號(7)Sauton氏 人 工 培 地

Wasser

Glyzerin

Magsulfat

Asparagin

K2HPO4

Acid,citric

EisenAmmcitrat

PH7.2二 修 正 シ、各 「コ ル ベ ン 」二200c・c・宛 分 注

シ100。C30分3日 間 滅 菌 ス。

培 地 番 號(6)Sucrose-Glukosemedium

A液

940c.c.

60c£.

0.59

4.09

0.59

2.09

0.05g

Malicacid,theinactiveform

Ammoniumhydroxide(10percent

solution)

Potassiumacidphosphate

Sodiumchloride

Magnesiumsulphate

Ferricammoniumcitrate

Distilledwater

以 上 テ加 熱 溶 解 シPH7.2ト シ、

シ、

分1同 滅 菌 ス。

B液

Sucrose

Glukose

Distilledwatertomake

109

40c.c,.

39

29

19

0.049

900c.c

濾 紙 ニ テ 濾 過

各 「コ ル ベ ン」二180c.Q宛 分 注 シ、100。C30

509

109

100c.q

B液 ノ、20c戯 宛 試 験 管 二 分 注 シ15分 滅 菌 シ、A

液180c.Q… 附 加 シ後 、1000C15分2回 滅 菌 ノ・。

培 地 番 號(2♪Glukose-Sucrosemedium
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A液

Malicacid,theinactiveform

Ammoniumhydroxide(10percent

Solution)

Potassiumacidphosphate

Sodiumchloride

Magnesiumsulphate

Ferricammoniumcitrate

Distilledwater

109

40c.a

39

29

19

0.049

900c.q

以 上 テ 加i熱 溶 解 シ、PH7.2二 修 正 シ、濾 紙 ニ テ

濾 過 シ、各 「コ ル ベ ン」二180c.c.宛 分 注 シ、100。C

30分1回 滅 菌 ス。

B液

Glukose50g

Sucrose109

DistilledwatertomakeIOOc.c.

B液 テ200c宛 試 験 管 二 分 注 シ、15分 滅 菌 シ、

A液180c・q二 附 加 シ タ ル 後 、100。C15分2回 滅

菌 ス。

培 地 番 號A味 ノ素 含 有 培 地(Sauton氏 攣 法)

Wasser940c.c.

Glyzerin60(;.q

Mag.sulfatO.5g

Ajinomoto(味 ノ素)8.09

K,)且PO40.5g

Acidcitric,2.Og

EisenAmm,citrat,0.05g

以 上 テ加 熱 溶 解 シ、PH7.2ト シ、 濾 紙 ニ テ 濾

過 シ「コ ル ベ ン」二2000G宛 分 注 シ、100。C30分

3同 滅 菌 ス 。

第二章 實験成績

第一節 「ツベノレク リン」産生 ト培地成分(實 験第一)

結核菌培 地成分 トシテ極 メテ重要 ナル因子 タル

「グ リセ リン」含 有培 地拉 二「グ リセ リン」不含培

地 ノ歎種 テ使 用 シ、各培 地 二於 ケル人型菌 ノ獲

育 量 ト「ヅベル クロプロテイ ン」量 トガ果 シテ拉

行 スルモ ノナ リヤ否 ヤ テ検 スル タメニ本實験 テ

行 ピタ リ.

第 一項 各種培地成分 卜結核菌謹育量

第 一表 ノ如 ク、實験 ニハ各4個 宛 ノ「コルA""ン」

ヲ使用 セ リ。 ソノ結果 ハLong氏 培 地ノ・最 モ登

育 可良 一…シテ・ 「味 ノ 素」加培地(Z二 上一≧氏攣

法)之 二次 ギ、「グ リセ リン」不含Glukose-Malt.

ose(5:1>培 地 、i7
一ニーLと氏培地、「グ リセ リン」

不含Sucrose-Glukose(5:1♪ 培 地、 「グリセ リ

ン」不含Glukose。Suerose(5:1)培 地 ノ順 序 ナ

リ。

而 シテGlukose-Maltose(5:1)培 地 ノ・人型結核

菌褒育要素 タル 「グ リセ リン」テ含 マザルニモ不

拘 「グ リセ リン」含 有 .込二」ヱ 氏培地 ヨ リモ幾育

勝 レリ.本 事實 ノ・「グ リセ リン」テ 合有 セズ ト

モ、糖類 テ適 常 二選澤 スル場合 ニハ、結核菌登

育培 地 トシテ可成 リ優秀 ナル培 地 タ リ得 ル コ ト

ラ示 スモ ノナ リ。 然 し・ドモSucrose-Glukose

培 地 及 ビGlukose・Sucrose培 地 ノ・他培地 二比

較 シテ、褒 育飴 リ良好 ナ ラズ。 「グ リセ リン」ノ

代 リニ糖類 テ以 テ代 用 スル際 ニノ・、糖 類 ノ種類

拉 二其 ノ量的關係 二重大 ナル關係 アル モ ノト思

惟 セ ラル。從 ツテ此 ノ難黙 テ避 クル簡 易 ナル方

法1・ シテ、依然 トシテ「グ リセ リ ン」ノ、Kohlen一

第1表 人型F株7週 培養 二於ケル登育歌況

菌登育状
況

培 地

1培養
基 「コ ル

ベ ン」番 號

1 皿剛Iv

3.Long,smedium 柵

」

柵 冊;柵

4.Glukose-Maltosemedium
(5:1)nonGlycerol 彬 ,柑

し

柑1柑
レ

7.Sauton,smedium 十十 十十

1

6.Sucrose誕}lukoseMedium

(5:1)nonGlycerol
十 十 十

'

十

1
2.Glukose・SucroseMedium

(5:1)nonGlycerol
十
1+
一

1-!-

1
A.「 味 ノ素,カロ土吝地(ソ ー ト

ン氏攣 法) 柵 柵 刑 柵
一　
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第2表 人型F株50日 培養 二於ケル培養濾液二

三盤化酷酸 ヲ加ヘタル場合 ノ}伏況

lCCI,COOH

培 地i貌 喜鐵 鏡
1

CCl3COOH

添 加後24時 間
二於ケノめ沈澱

物浮游状況

灘 魏 ノ
沈澱管内ノ
原濾液景

o?1
CC

1.0

αα

2.0

cdcq
ト

0.5i1.0!

一「薦
.

2.0

3.Long'slned 柵 柵 柵 十十 十十 什

4.Glukose-Maltose

Med 十↓ 十↓ 十↓ 柵 惜 柵

7.Sauton'smed 十十 十十 十十 十十 十十 十十

6.Sucrose-Glukose
Med

⊥ ⊥ ⊥

十

十 十 十

2.Glukose・Sucrose

Med
十 十 十 十 十十

A.「 味 ノ素 」加 培 地 柵
し
冊 冊 柵 冊 冊

stoffquel!eト シテ重要 ナル要 素 タル位置 テ失 ナ

ノ、ズ。

第二項 三塵化酷酸附加 ニ ヨル沈澱物

生成駄況

第2表 ノ如 ク、沈澱管内 ノ濾液量 テ0.5c・c・、1.0

・cc
、2.《)c.c.ノ三組 二分 ケ各培 地 ノ原 濾液 二三堕

化酷酸 テ加 ヘ タル直後 ノ濾液 ノ白濁状況及 ビ、
●24時 間氷室 静置後

ノ沈澱物生成状況 ラ比較 一・・

ルニ、 「味 ノ素」加培地ノ・最大 ナ レ ドモ、純梓 ノ

AminosaUreナ ラザル故 二之 テ除 ク トキノ・、添

加直後 二於 テノ・Long氏 培 地、Sauton氏 培 地、

Glukose-Maltose培 地 、Glukose-Sucrose培 地 、

Sucrose-Glukose培 地 ノ順 ナ リ。三盤化酷 酸添

第3表

加後氷室24時 間放置後沈澱物俘遊状 況へ 添 加

直後 ト異 ナ リテ、Glukose-Maltose培 地 、Long

氏培 地、Sauton氏 培 地、Glukose-Sucrose培

地、Sucrose-Glukose培 地 ノ順 序 ニ シテ、後述

スル如 ク、鳥 潟氏沈澱管 ニ ヨリテ遠心沈澱 シタ

ル後 ノ實 際 上 ノ沈澱 量 ト比較 スルニ、 白濁 ニ ヨ

ル外見上 ノ沈澱量推定 ノ・不確實 ナルテ 知 ルベ

シo

第三項 三騒化酷酸 添加後遠心 ニ ヨル

沈澱量

第3表 ノ如 ク、鳥 潟氏沈澱管 内 二菌培 養後 ノ濾

液 テ0.5c.c.、1.Oc.c.、2.Oc・Q宛 注入 シ、 之 ト各 々

同量 ノ20%CCI3COO且 ラ 注加 シ24時 間氷室

二保存 シタル 後之 テ 毎分3000廻 轄 遠心器 テ以

テ30分 間遠 心 シタル後、其 沈 澱量 テ目盛 テ以

テ測定 セ リ。 各培 地 ノ「ツベル ク リン」産生能力

ノ・Glukose-Maltose培 地、Long氏 培 地、Sau-

ton氏 培 地、Glukose-Sucrose培 地 、Sucrose-

Glukose培 地 ノ順 ニ シテ、之 ラ各培 地 ノ結核菌

登育量 ト比較 スルニ、Glukose-Maltose培 地 ノ・、

Long氏 培 地 ヨ リモ畿育劣 レルニモ拘 ハ ラズ、

「ツベ ル グロ プロテイ ン」産生能力 ハ 却 テ優 レ

リ、 且 ツGlukose-Sucrose培 地 ノ・Sucrose-Glu-

kose培 地 ヨリモ登 育劣 レルニ、第3表 ノ如 ク、

「ツベル クロ プロテ イン」沈澱 量ノ、多 シ
。

然 ル ニー 方、Long氏 培 地 トSauton氏 培 地 ト

テ比較 スル ニ、前者 ノ褒育 量ノ・後 者 ヨ リモ遙 カ

ニ勝 ル、然 ル ニ「ツベル ク リン」産生能 ノ・少 シク

勝1ノ タル ノ ミ。

人 型F株50日 培 養 濾 液 中 ノTuberculoprotein沈 澱 量

1

培 地 濾 液 ノ
PH

I
一一 一

6.2

F

CC13COOHニ ヨル 沈 澱 量

就澱管内ノ原濾液量獲 育 菌 景

i 0.5cc
l

1.0αG 2.Oqc

『 一 一

6.8
}一 一　 }一 冒一一

3.Lonぎsmediuml冊
「2

.5 4.0

4・Gluk・s砂Malt・seMe司 柑 7.4 3.2 5.1 7.6

7.Sauton'smed 十十 7.6 2.1 3.5 6.0

6.Sucrose・GlukoseMed 十 7.4 1.9 2.5 3.2

2.Glukose。SucroseMedl十(± 、 一 、 一) 7.2 2.5 4.0 4.7

IA.「 味 ノ素」加培地1柵 7.8 3.8 15 .8 8.5
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Sucrose-Glukose培 地 及Glukose-Sucrose培

地 ハ登育 量、 拉 二「ッベ ルク リン」産 生能力雨者

共 二他種培 地 ヨリモ遙 ヵ一劣 ル。

「味 ノ素」加 ソー トン氏培地 ノ沈 澱量 ノ・甚 グ多

シ。 サ レ ド、 「味 ノ素」自身、Glutaminsaures

Natrium以 外 ノ不純物 テ含 ム故 二、上述培 地 ト

同條件 ノ許 二比較 シ得 ズ。

以 上 ニ ヨリテ、菌登育量 ト「ツベ ル クリン」産 生

能 ハ必ズ シモiZls]・行 セズ、却 ツテ、逆現 象 テ示 ス

コ トアル テ知 レリ。即 チ菌登育量多 キ培地 ノ・、

「ツベル ク リン」産生用培地 トシテ必 ズ シモ
、適

切 ナ リ ト謂 ヒ難 シ。

今同 ノ實験 二於 テGlycerolテ 含 有 セザルGlu-

kose-Maltose培 地 ノ、甚 ダ優 秀 ナ リシコ トノ、興

味 アル鮎 ナ リ。

更 二培養 濾過液 ノPHトTuberculoprotein沈

澱 量 トラ比較 スル ニ、菌 獲育量甚 グ多 キニ拘 ハ

ラズ沈 澱量少 キ、Long氏 培 地 ノ・PH6.2ナ ル
コ し

二Glukose-Maltose培 地 ノ・PH7.4ニ シテ「ア

ル カ リ」性 テ示 シ、他 ノ培 地 モ第3表 ン如 ク「ア

ル カ リ」性 ナ リ。 即 チ培 地 ノ終末水素 「け ン」

濃 度ハ、 「ツベル ク リン」産 生能 ト密接 ナル關係

アル モ ノノ如 ク、第4表 二示 ス如 ク、PHテ 「ア

ル カ リ」側 ニナス トキハ「ツベル ク リン」産生能

壇 大 スル モ ノノ如 シ。

第 四項 各種沈澱剤 ニ ヨル 「ツベルク ロ

プ ロテ イン」沈澱量 ノ比較

第4表 記載 ノ如 クTuberculoprotein沈 澱 用試

藥 トシテ下記 ノ如 キモ ノテ使 用 セ リ。

1)三 盤化 酷酸10%溶 液 テ使用 シ、培養濾液

二封 シ該 液2c・qテ 附加 シ、遠 心沈 澱 シ、沈澱 量

テ目盛 ニテ測 定 シ記 入 セ リ。 以下 ノ試藥 二就 テ

モ、 同一 方法 ラ トレリ。

2)「 スル フォサ リチー ル」酸20%溶 液 テ 使 用

セ リ、即 チ該製 法イ・13瓦 ノ「サ リチール」酸 テ

10c.aノ 濃硫 酸 二溶 解 シ、100c・c・二 稀繹 セルモ ノ

テ用 ヒタ リ。

3)5%「 メ タ」燐酸液

Acidumphosphoricumglacialemetapro

analysi(Schering-Kahlbaum)ヲ 碑 キ、ソノ5瓦 ヲ

水 二溶解 シ全量 テ100c島 トナ ス。但 シ溶解 スル

際加熱 テ避 ク、 而 シテ使用 時以外、之 テ氷 室内

三貯藏 スル トキノ・少 ク トモ約1箇 月牛 ノ・不攣 ナ

リ。

4)「 エ スベ.ノ、」試藥 「ピ クリン」酸10瓦 、絢

構酸20瓦 テ蒸溜 水 二溶解 シ1000c.aト ス。黄色'

ノ溶液 ナ リ。

5)燐 「タ ングステ ン」酸溶液

5%硫 酸水 中 二30%ノ 割 合 二燐 「タ ングステ ン」

酸 ラ溶解 セル モ ノ.

6)10%加 里 明碁液、 成 ル可 ク精製 セ ラレタル

モ ノラ用 ピタ リ。

以上 ノ如 キ蛋 白沈澱 剤 テ 用 ヒテ、人型 結核菌

Frankfurt株60日 培 養 濾液 中 ノ蛋 白分 子 テ沈

澱 セ シメタル ニ、第4表 ノ如 ク、各沈澱剤 ノ種

類 ニ ヨ リテ、沈澱 量ノ・一定 セズ、 帥 チ三盤化酷

酸 ノ場合 ノ、Glukose-Maltose培 地 及 ヒ・Sauton

氏 培 地、共 二等量 ノ沈澱 テ生 ジ、Long氏 培 地

(PH6・2)及 ビSucrose・Glukose培 地 ノ・遙 力_

少 量 ナ リ。

第4表 人 型F株60日 培 養 濾 液 中 ノTuberculoproteim沈 澱 量

培 地

_一 一"噌 一 〇

菌登育
状
況

濾液 ノ
PH

一
「ソ ベ ル ク ロ プ ロ テ イ ン

」沈 澱 用 試 薬

三璽化
酷酸

「ス ノレフォ

サ リ チ

ル 」酸

5%「 メ

タ」 燐 酸摘 裁撃
藥, Ii蒙;鷹

3.Long'smedium 冊 6.2 6.0 4.5 3.2 4・616.0 0.9

4.Glukose・MaltoseMed 柵 7.5 9.5 9.3 6.5

一

8.5ig.8 1.5

7.Sauton'smedium 什 7.2 9.5 9,518.5 5.oi5.5
L

1.5
-一 噛一 一_

0.56.Sucrose{}lukoseMed 十 7.5 5.0 4.5 4.5 8.4 3.6

A.「1床 ノ素 」加 培 地 柵 7.6 10.5 13.5 10.5

一一

3.5 14.5

一

1.5
一
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沈 澱 剤 「ス ル フ.サ リ チ ー ル 」酸 ノ 場 合 ノ・Glu-

kose-Maltose培 地(9.3♪Sauton氏 培 地(9.5)ニ

シ テ、 殆 ド沈 澱 量 等 シ ク、Long氏 培 地(4.5)、

Sucrose-Glukose培 地(4.5ト シ テ沈 澱 量 等 シ。1

5%「 メ タ 」燐 酸 テ使 用 スル 時 ハGlukose-Maltose

培 地(6.5)、Sauton氏 培 地(8.5ノ ー一・一シ テ、 前 者

ノ・後 者 ヨ リ モ 、 沈 澱 量 少 シ ク劣 ル 。Long氏 培

地(3.2ノ 、Sucrose-Glukose培 地(4.5>ニ テ菌 髪

育ll至 ト逆 ノ現 象 テ 示 セ リ。

Esbach'Reagenzテ 以 テ 沈 澱 セ シ ム ル ニ 、Glu-

kose-Maltose培 地(8.5)、Sauton氏 培 地(5.0)

Long氏 培 地(4.6;、Sucrose-Glukos6培 地(8.4)

一 シテ、 前 述 三 種 ノ沈 澱 剤 使 用 ノ場 合 ト可 成 リ

異 ナ レル 沈 澱 状 況 ヲ示 シ、殊 二Sucrose-Glukose

培 地(8.4)ノ ・大 イ ニ 異 ナ ル 鮎 ナ リ。

燐 「タ ン グ ス テ ン」酸 ニ ゴル 沈 澱 封犬況 テ 見 ル ニ 、

Glukose-Maltose培 地(9.8)ノ ・Sauton氏 培 地

(5・5)ノ 約 倍 量 ノ沈 澱 量 テ 示 シ、Long氏 培 地

(6・0)ノ ・Sucrose・Glukose培 地(3.6)ノ 倍 量=・ 相

當 シ、 各 培 地 間 ノ沈 澱 量 ノ差 大 ナ リ.

10%加 里 明 塔 使 用 ノ 際 ノ・Glukose-Maltose培

地(1・5)ノ ・Sauton氏 培 地(1.5)ト 等 シ ク、Long

氏 培 地(0・91ノ ・Sucrose-Glukose培 地(0.5)ノ

約 倍 量 ナ リ。

以 上 ノ 實 験 成 績 一 ヨ リ テ、 三 盤 化 酷 酸 、 「ス ル

フ 』サ リ チ ー ル 」酸 、5%「 メ タ」燐 酸 ノ三 者 ・・Tub-

erculoprotein沈 澱 剤 ト シ テ、 多 少 ノ差 異 ノ・ア

レ ドモ 、 各 培 地 間 ノ相 互 關 係 相 似 テ充 分 使 用 二

堪 ユ ル モ ノ ト考 ヘ ラ ル.サ レ ド、「エ ス ・㍉ プ ア 」

試 藥 燐 「タ ン グ ス テ ン」酸 、10%加 里 明 響 ノ・、

沈 澱 量 ノ差 異 甚 グ シ ク、 各 培 地 相 互 關 係 モ、 前

三者 ト全 ク状 況 ラ異 ♪ シ、斯 ク ノ如 キ實験 ニハ

不適當 ナルモ ノ ト認 メ ラル。

而 シテ人型F株60日 培 養 二在 リテモ、菌登 育

歌況拉 二濾液 ノ水素 「イオ ン」濃 度 ト、培養濾液

ノTuberculoprotein含 郁ll=ト ノ相 亙關係 ノ・第

3表50日 培 養 ノ場合 ト殆 ド同様 ナ リ。

第 五項 培地PHノ 移動 卜Tuberoulo-

protein産 生 能

前述 ノ實験 ニヨ リテ、 培養濾液 ノPHト 、 「ヅ

ベル クロプロテイ ン」産生能 トノ間 ニノ・密接 ナ

ル關係 アル コ トヲ知 レリ、於是、培 養途 中二於

テ、人 工的 二PHテ 移動 セ シメ、該 關係 テ知 ラ

ンD、Long氏 培 地拉 二Glukose・Maltose培

地 テ用 ヒ、人型F株60日 培 養 ノモ ノー、N/10

NaOHラ 少 量加 へ、封照 トシテ之 ヲ附加 セザ

ル モ ノテ トレリ。雨者 トモ 其 ノ後25日 間38℃

二培養 シ、100℃20分 滅 菌 シタル後、濾過 シ、

培養濾液 二就 キテ、Tuberculoprotein沈 澱 量

テ測定 セルー、 第5表 ノ如 キ成績 テ得 タ リ、EP

Long氏 培 地 一於 テ、PH6.O及 ビPH6.2ノ

培 養濾液 二就 キ比較 スルニ、沈澱剤 トシテ、 三

盛化酷酸、 「スル フ。サ リチール」酸、5%「 メ

タ」燐酸、10%加 里 明磐、 「エスバ.プ ア」試藥 ラ

用 フル際、何 レノ場合 二於 テモ、PH6.2ナ ル

培 養濾液 ハPH6・0ナ ル培養 濾液 ヨリ勝 ル。

且 ツ亦Glukose-Maltose培 地 二 於 テモ同様 ニ

シテ・第5表 ノ如 久PH7.2ナ ル培 養濾液 ノ沈

澱 量ノ・PH7・0ナ ル培 養濾液 ノ沈澱 量 ヨ リモ、

鳥 潟沈澱管 ノ目盛 ニテ0.7乃 至1.3多 シ。 サ レ

バ以 上一 ヨリ、培養途 中二於 テ、PHテ 「アル カ

リ」側 二移動 セ シムル 時 ノ・Tuberculoprotein

第5表 培 地 水 素 「イ才 ン」濃 度 ノ移 動 ト「ツ ベル ク ロ プ ロ テ イ ン」産 生 能

培 地

』

濾液 ノ
PH

一一
「ツベ ル ク ロ プ ロ テ イ ン

」沈 澱 用 試 藥

Trichlor.
・o■

eSSlgsaure

Sulfosali-

cylS乞ure
-一 一一 ___

1.8

5%Meta

燐
穐「 一一

5.0

10%lEsbach

-.酸Kalialaunl試 藥一一 一_{___ 皿 一

『 一一 ～__

3.Long,smedium 6.0 2.9 3.05 4.1
3!.Long'smedium 6.2 2.95 1.85 5.0 3.1 4.9一一

4,Glukose-MaltoseMednon

Gylcero1 7.0 4.1 3.2 3.1

一 一一 『_

ヨ

1

4,.Glukose・MaltoseMednon

Glycerol 7.2

一

4.8

一

4.2 414
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'

産生能 モ良好 トナル コ トテ知 レリ。

第六項Tuberouloprotein沈 澱 量 卜

「ツベル クリン」皮 内反鷹 トノ關係

前述 ノ如 キ、三聴化酷酸 ニヨル 沈澱量 ト「ツベ

ル クリ ン」皮 内反慮張度 トガ相拉 行 スルナ ラバ、

無蛋 白「ツベ ル クリン」検 定方法 トシテ、該 方法

モ用 ヒ得 ル ワケナ リ。

第6表 ノ・、人型F株50日 培 養濾液 ノ「ツベ ル ク

ロプロテイ ン」沈澱 量 ト「ツ・ぐル ク リン」皮 内反

癒 強度 テ比較 セルモ ノニ シテ、化學的不純 ナル

「味 ノ素」加培 地ノ・之 ヲ除 キ,純 梓Asparaginテ

含 有 スルSauton氏 培 地 ノ沈澱量 ハ 三者 ノ中、

最大量 ナ リ。 「ツベル クリン」皮 内反慮 テ見ルニ

人艦實験 二於 テノ、該濾液 ラ0.1c・c・皮 内二 注射 セ

ル場合48時 間後其 ノ登赤40×70mmニ シテ、

硬結 モ相 當程 度認 メ ラレ、Glukose-Sucrose

Medノ ・19×17mm,Sucrose-GlukoseMed.

ノ・16×16mm一 シテ、 三盤化酷 酸 ニ ヨル沈澱

ト、大膿 二於 テ蚊行 ス。然 ルニ海瞑 二於 テノ・表

ノ如 久Sauton'sMed,Sucrose-GlukoseMed.

Glukose-SucroseMed.ノ 順 序 二皮 内反慮 出現

シ人燈 ノ場合 ト少 シク異 ナ レ ドモ、Sauton氏

培 地 ノ反慮力最高 ナル鮎 二於 テノ・同様 ナ リ。「味

ノ素」加培 地 ノ・参考 トシテ該 表 二 加 ヘ タル ノ ミ

・ナ リ。

第7表 ハ、人型F株 培 養濾液r就 去、 各種培 地
やゼニに　 て コみごぜ　

ノ沈澱量 ト皮 内反慮強 度 トテ比較 セル モ ノニ シ

テ、封 照 トシテ 傳研製 蕎 「ツベ ル クリ ン」10培

液 テ使 用 セ リ。原濾液 ノ・、稀繹 セズ シテ其 ノマ

マ、0.1cゑ テ海狽皮 内 二注射 シタ リ。

表 ニ ヨリテ、判 明 スル如 久 各 々海猿 ニ ヨリテ

反慮強度 ノ・異 ナ レ ドモ、沈 澱量多 キ、Llong氏

培 地 ノ・、48時 間後 ノ反慮最 モ強 久 次 ノ・沈澱 量

少 シク劣 レルSauton氏 培 地 ナ リ。Glukose-

Maltose培 地 ノ・沈澱 量大 ナルニモ關ノ・ラズ、皮

内反慮 度ノ・比較 的弱 シ。Glukose-Sucrose培 地

及 ビSucrose-Glukose培 地 ノ・沈澱量何 ●レモ少

一テ、 且 ツ皮 内反慮度 モ弱 シ。参 考 トシテ使用

セル 「味 ノ素」加培地 ノ・「ア ミノ」酸以外 ノ不純物

質 テ含有 セル故、三盤化酷 酸 ニ ヨル沈澱量大 ナ

ルニ比 シ、皮 内反磨iノ・弱 シ。

第8表 ノ・、人型F株60日Long氏 培 地培養濾

第6表 人 型F株50日 培 養 濾 液/Tuberculoprotein沈 澱 量 トbツ ベ ル ク リ ソ」皮 内反 磨 トノ關係

培 地
三 腫化 酷 酸 ニ ヨル 「ツ
ベル ク ロ プ ロ テ ・fン」

ノ沈 澱

1

「ッ ベ ル ク リン」皮 内 反 臆iノ程 度

人 髄 1海 瞑(・)1海 狽(2)

一

2.Glukose・SucroseMed2.5

6.Sucrose-GlukoseMed1.9

7.Sauton'sMed 2.1

A.Ajinomoto加 培 地 3.8

4.0

2.5

3.5

5.8一

4.719×17㎜ 6×5mm 5×3mm

3.216×16mrn 9×7mm15×121mn

6.040×70mm13×10m16×12㎜

8.520×18mm10×9mm11×10㎜

、

第7表 人 型F株50日 培 養 濾 液 ノTuberculoprotein沈 澱 量 ト「ツベ ル ク リ ソ」皮 内反 慮 トノ比 較

培 地
三 盤 化 酷 酸 ニ ヨル 「ッ
ベノレ〃 ロ プ ロテ イ ソ」

沈 澱 景

「ツ ベル ク リ ソ」皮 内 反 慮 ノ程 度

一,噌-

海 狸(6) 海 猿(7)

一一■一一 置 一 一

海 狸(8)

2.Glukose・SucroseMed 2.5 4・014・7 7×71m 18×15mn 10×10㎜

3.Long'sMed 2.5 4.0 6.8
『
15×111㎜ 18×15mm 10×10m

4.Glukose・MaltoseMed
暫

3.2 5.1 7.6 11x101m 6×6㎜ 11×10mm

6.Sucrose・GlukogeMed 1.9 2.5 3.2 10×10mm 10×10mm 10×10㎜

7.Sauton,sMed 2.1 3.5 6.0 11×11mm 16×10mm 12×11㎜

A.Ajinomoto・Medium 3.8 5.8 8.5

一 一一

8×7㎜ 20×15mm 10×101㎜

K.OldTuberculin。10

x.Denken

一

7×6mm 6x6㎜ 9x8mm
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第8表 人 型F株60日Long氏 培 地 培養 二於 テ 培養 濾 液 ノPHヲ 異 ニ セル 場 合 ノ

「ツ ベル ク ロ プ ロテ イ ソ」沈 澱 量 ト「ツ ベル ク リ ソJ皮 膚 反 鷹 ト ノ關 係

培 地

3.Long'smedium

3!.Long'smedium

培養濾液
ノPH

1ソ ベ ノレク ロ フ0ロ

テ イ ソ」 沈 澱

三唖化
酷酸
喚
酸

尉

角
。
81

「ッ ベル ク リ ソ」皮 内 反 磨 ノ程 度

6.02.9

6.2『12.95

人 劇 灘(4)1灘(5)

20×201nm

1.8525x20]mn

15×12mm

16×13nim

18×18nm

25×17㎜

液 テ使 用 セ ル モ ノニ シ テ 、 培 養 ノ途 中 二 於 テ 、

人 工 的 二PHテ 移 動 セ シ メ タ ル モ ノナ リ。PH

6・2ナ ル培 地 ノ・「ツ ベ ル ク ロ ブ ロ テ イ ン」沈 澱 量

モ 大 ニ シテ 、 「ツ ベ ル ク リ ン」皮 内反 慮 ノ強 度 ノ・

人 艦 二 於 テ 、48時 間 後 螢 赤25×20mmナ ル ニ 、

PH6.0ナ ル 培 地 二 於 テ ノ・2(,×20mmナ リ。

且 ツ海狽 二於 テモ 同檬 ニ シテ、 表 ノ如 久PH

6.2ナ ル培 地ノ・「ツベル ク リン」皮 内反磨 張 シ。

即 チ、 同一培地 二於 テ、PHテ 異 ニ スル場 合、

「ツベル クロ プロテイ ン」沈澱 量 ト「ツベル ク リ

ン」皮 内反磨 トノ・互 二相蚊 行 スル モ ノナ リ。

第二 節 水可 溶性 ドツ'ごル ク ・プ ロ テイ ン」沈澱 二必要 ナル水 素

呵 オ ン」濃度 ノ限界 二就 テ(實 験第 二)

所 謂Tuberculoproteinノ 分 離 拉 二 之 ガ精 製 二

關 シ テ ノ・、 該 物 質 ガ 最 大 ノ沈 澱 テ ナ ス タ メ ニ 、

如 何 ナ ル等 電 位 黒占テ有 ス ル カ ラ 検 索 ス ル ゴ ト

ノ、、 極 ノ テ 重 要 ニ シ テ、Gabbe(io)(1923)及 ビ

LongandSeibert(9)(11)(1926)ノ ・PH4 .0二 近 シ

ト言 ヒ、Hanan,E.B,andEricks ,W.P.(12)

(1g37)ノ ・攣 性 セ ザ ルTuberculoproteinノ ・最 大

沈 澱 域PH2・8ニ シ テPH2.4ヨ リ3.0迄 ノ 間

二 在 リb且 ツ、 加 水 分 解 セ ル 後 ノTuberculo-

proteinノ 、、之 ヨ リ 「ア ル カ リ」側 二傾 キ、PH4.6

ナ リ ト報 告 セ リ。 而 シ テ 該 實SC・ 一ノ・Long氏 無

蛋 白 培 地 テ使 用 セ リ。 余 ハ 偶 ミ、 實 験 第 一 二於

テ 各 種 無 蛋 白培 地 ノ 「ツ ベ ル ク リ ン」産 生 能 テ比

較 研 究 セ リ.於 是 、 各 種 培 地 二 就 キ テ、Tuber-

culoprotein沈 澱 二必 要 ナ ルPHノ 差 異 テ研 究

セ ル テ以 テ 、 併 セ テ報 告 ス ル 次 第 ナ リ
。

第 一 項 實 験 方 法

水 素 「イ オ ン」濃 度 標 準 液 ト シテ ノ・McIlvaine's

PHStandardsテ 使 用 セ リ。 該 標 準 液 ノ製 作 方

法 ノ・第6表 記 載 ノ如 ク ニ シ テ、PH2.2ヨ リPH

7・0迄 ノ溶 液 テ作 リ、 實 験 二供 セ リ。

該 標 準 液8c・c・=、 結 核 菌 培 養 濾 液1c・cテ 附 加 ス

スルモ、混合液 ノPHノ 、實測 ニ ヨリテ、殆 ド愛

化 セザル コ トテ利用 シ、PH2.2ヨ リ、PH6.0

二至 ル
、20種 ノ標準液8c.c.宛 斗遠 心沈 澱管 ニ ト

リ、 之 汽 實験第一 二使用 セル、結核 菌培 養濾

液1鎚 宛 テ附加 シ、一夜氷室 二静 置 シタル後 、

1分3000廻 轄 遠 心器 ニテ30分 遠心 シ、沈澱 状

況 テ検査 シ、綾 イテ該液 ノ上itr2c.c.宛 テ滅菌 「ピ

ペット」ニテ鳥潟氏遠 心沈澱 管 ニ トリ
、三盤化酷

酸2c碗 テ注加 シ、1分3000廻 轄1重心器 テ使

用 シ・30分 遠 心 シ、前沈澱操作 ガ完全 ナ リヤ否

ヤテ確 メタ リ。

本實験・二使用 セル培地拉 二培養期 日ノ・實験 第一

部 ニテ使用 セシ、Long氏 培 地、Glukose-Mal-

tose培 地 、Sauton氏 培 地、Sucrose-Glukose

培 地 ニ シテ・何 レモ 人型結 核菌F株60日 培 養

濾液 ナ リ。

第9表Mcllvaine'sPHStandards
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3.oi 8.22

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

4.6

9.88

11.40

12.88

1τ20

15.漉

16.56

17.64

18.70

4・81

5.0

19.72

5.21
5.41

20.66

ii:44

5。61

5.81

22.30

23.茄

6.0

24.18

6.2

6.4

6.6

6.8

7.0

25.26

26.44

27.70

29。 而

30、90

32.94

31.78

30.12

28.60

27.12

25.80

24.58

23.44

22.36

21.30

20.28

19.40

18.56

17.70

16.80

15.82

147ラ4

13.56

12.30

10.90

9.10

7;06

第10表 水 可溶 性 「ツベ ル ク ロ プ ロ テ イ ソ」

沈 澱1・水 素 「イオ ン」濃 度(Long氏 培 地

(3)號PH6.2ヲ 使 用 セル 場 合)

第 二項 費験成績

1)Long氏 培 地

60日 培 養 ノモ ノー シテ、實験 時濾液 ノPHノ 、

6.2、 第10表 記 載 ノ如 ク、Tuberculoprotein

沈 澱 域 ノ・PH2.2ヨ リ次 第 二」曾量 シ、PH3.6及

ビ3.8二 至 リテ、 最高値 テ示 シ、PH4.0ヨ リ、

PH6.0二 至 ル間 ハ沈澱 ラ生 ゼズ。

上述沈澱域 内 二在 リテノ・、遠心沈澱後 上清2QC

= 、 三 盤化酷酸2c.c.宛 テ附加 スル モ、 殆 ド沈

澱 スル蛋 白分子 ナ ク、PH3.8ヨ リPH6.0・;一 ・

至 リ、沈 澱量次第 二増 加 シ、PH5.6、PH5.8、

PH6.0ノ 場 合 ノ・、鳥 潟沈澱管 内 ノ沈澱量1.O、

1.5、1.5ナ リ。

即 チ以上 ニ ヨリ、PH2.8乃 至PH3.8迄 ノ・相

當量 ノTuberculoprotein沈 澱 シ、PH3.6及

ビ3.8二 於 テ、沈澱量 ノ・最高 二達 スル コ トテ知

レリ。

2)Glukose-Maltose培 地

實験 時 ノ培 養濾液PH7.4ニ テ、人型F株60日

培 養 ノモ ノニ シテ、 實験 成績 ノ・第11表 ニ ア リ、

試
験
管
番
號

一 一 一

擢墾 灘 ツ… ロプロテ柄

講 鮮志欝
1

遠心後 ノ上清2αc
+三 鞭化酷酸2αc

附加後 ノ鳥潟沈澱
管内ノ沈渣一

1 乏τ2「… 工一 一

2 2,41⊥
一

,}一 一

一 』 一一

一

_『}一 一

一
3 2.6

4 2.8

⊥

一一 一

十
r

一一一

__二
5 3.o}+

一 丁一

一
一一 一=鼎'-一一

6 丁2F
7 3.4

一 一 一

一

8

一 一

3.61+↓
」

一

9 3.8ir++ ⊥

10 4.ol一

7

一

一一 一一 一

⊥

11 4.21
1-… 一

一

一 一

一

⊥

12 4コ …=
一

⊥

13 4.6} 一 ⊥

14 4.8 一
一 一『}一

⊥

ピ」

ハb¶⊥4
⊥

5.0

5.2

1一 ⊥
一1一 ト
1

_____一

⊥

17 5.4 一 ⊥

18 5.6 一 十1.0

19 5.8
一_二_

十1.5

20 6.0 一

』　一

十1.5

即 チ、PH標 準液8c,c.二 培 養濾過液1c.aテ 附 加

シ、遠 心後 ノ沈澱状況 テ見ル ニPH2.2ヨ リ次
ぐ

第 二増 量 シ、PH2.8二 於 テ最高 二達 シ、 更 二

少 シク減量 シ、PH4.2一 至 ル マデ(+)以 上 ナ
ゆ

リ。PH4.4ヨ リPH5.4迄 ノ・、極 メテ 少量沈

澱 シ、PH5・6、5・8、6.0ハ 沈 澱全 クナ シ。

更 二遠 心後 ノ上清2qα 宛 二、 三盤化 酷酸2c.c.ラ

附 加 セル後 ノ沈 澱管 内 ノ歌況 テ比較 スルニ上述

實験 二於 テ最 高沈 澱 テ 生 ぜ シ、PH2.8二 於 テ

ノ・沈渣0・05ニ テ極 メテ 微景 ナ リ。然 ル ・一=.、上

述實験 二於 テ、沈 澱量少 ナ カ リシ限界帥 チPH

撒 ノ檜加 二件 ヒテ、三盤化酷酸 ニヨル沈澱 ノ・次

第 二増量 シ、PH5.6、5.8、6.0二 於 テノ・鳥潟

氏沈澱管 ノ目盛 一テ、3・3、3・2、3.2ナ リキ。

即 チ本實験 二 際 シ、水可溶性 「ツベル クロ プロ
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第11表 水 可 溶 性 「ッ ベル ク ロプ ロテ イ ソ」

沈 澱 ト水 素 「イオ ソ」濃 度 培 地(4)號PH7・4

Glukose・Maltose培 地 使 用

劉
標
準

蓼
「

號IPH;

水 可溶 性 「ッベ ル 〃 ロ ブ ロ テ ィソ」
沈 澱 伏況

標準液8cq+濾 液
1cc附 加遠心後ノ

沈澱状況し

一
遠心後 ノ上清2α α
+三 鞭化酷酸2c。

附加後 ノ鳥潟沈澱
管内ノ沈渣

2・21
一
十↓ 」0.03

2 2.4
1十 十

」0.05

3 2.6

〒一一一一 　}一

十十 」0.05

4 2.8

一

柵 」0.05

5 3.0

一一 一 一

帯 」0.1

6 3.2

一 一 　

柑

一

」0.1

7 3.4 十十 」0.1

8 3.6

}}

什 」0.1

下
一
3.8

_一}■ 　 一 一

十 」0,1

10 4.0

__一 一 一

十 1.5

11 4.2 十

⊥

1.4
一

12 4.4

一 一一一 一 一

1.5

13 4・61⊥ 1.8

14 4.8 ⊥ 2.1

115 5.0 ⊥ 2.2

116 5.2 ⊥ 2.4

117 5.4 ⊥

1
2.6

5.6
-

5.8

_一
3.3ヱ

厘 二 二 3.2

120 6.Ol一 3.2

第12表 水 可溶 性 「ツベル ク ロ プ ロ テ イ ン」沈

va1・ 水 素 「イナ ソ」濃 度Sauton氏 培 地(7)

(PH7.2ノ ニ於 ケル 「ツベル ク ロプ ロテ イ ソ」

標
準
液
ノ
㎞

試
験
管
番
號

2121

22.4

32.6
　　
42.8

水 可 溶 性 「ソ ベ ル ク ロ プ ロテ ィソ」

沈 澱 状 況

雛叢解艦1纏鎌
十十2.0

十 〇.5

十 ⊥0 .3

53.0
一 廼「-i痛1

十↓

粁

4
●
37

6
●
38

十十

93.8

什

104.0

114.2

124.4

」 ↓
十

134.6,

144.8

」一一]

」

15 5.0 一
」

16 5.2 一 '」

17 5.4 一 」

18 5.6 一 什

19 5.8 一 ⊥

20 6.0 一 」

テイ ン」ノ最 モ多 ク沈 澱 スルノ・PH2.8(柵)PH

3.0(鼎 ラニ相當 セ リ。

3)Sauton氏 培 地

人型F株60日 培 養濾液 テ用 ピタ リ。 實験 時 ノ

PH7.2一 シテ、實験成績 第12表 ノ如 シ。 即 チ

標準液8c・c・二培養濾液1c.c.ヲ 附加 シ遠心後 ノ沈

澱状況 子見ルニ、PH2.2及2.4二 於 テノ・沈澱 セ

ズ、PH2.6ヨ リ沈澱量増加 シ初 メ、PH3.8一

於 テ、最高値 二達 シ、再 ビ減少 シPH4.4二 至

ル迄沈澱 テ認 ムルモ、PH4.6ヨ リPH6.0迄

ノ、全 ク沈澱 テ生 ゼズ。

次 二上述遠心沈澱後 ノ上清 二、 三盤化酷 酸 テ附

加 セル場合PH2.8ヨ リPH4.3迄 ノ・沈渣 ナク

沈澱完全 ナル コ トテ示 シ、他 ノPH域 二於 テノ・

表 ノ如 ク相當量 ノ沈 渣 テ生 ズ。

以上 ノ如 クSauton氏 培 地使 用 ノ場合 ノ・、PH

2・8ヨ リPH4.0迄 相 當量沈澱 シ、最高沈澱 量

ノ、PH3.8ナ リキ
。

4)Sucrose-Glukose培 地

人型F株60日 培 養濾液 ニツキ 實験 セ リ。實験

時 ノPH7・5ニ テ、第13表 ノ如 シ。

即 チ、標準液8c・c・=培 養濾液1c・c.-i附 加 セル後

氷室 ニ ー叢夜静 置 シタル後遠 心沈澱 シタル ニ

PH2・2ヨ リPH2.6迄(十1一 シテ、ソ レヨリ、

減量 シ、PH3・6 ∫=至 リ再 ビ1十)ト ナ リ、PH4.2

ヨ リ沈澱量増加 シPH4.6一 於 テ 最高値 二達

シ、 ソ レヨ リ次 第 二減量 ス。

上述實験 二於 ケル遠心沈澱後 ノ上清 二、三盤化

酷酸 ラ附加 セル揚合、沈澱管 内 ノ沈渣 ラ比較 ス

ルニPH2.2ヨ リPH3.6迄 ノ・、沈渣極 メテ微
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量 ニ シ テ、PH3.8ヨ リPH5.4二 至 ル 間 ノ・、

沈 渣 ヲ全 ク認 メ ズ 。PH5.6ヨ リPH6.0迄 ノ、

再 ビ極 メ テ少 量 沈 澱 ス。

即 チ 以 上 ノ實 験 ニ ヨ リ、Sucrose-Glukose培 地

テ使 用 ス ル 場 合 、 水 可 溶 性 「ツ ベ ル ク ロ プ ロ テ

イ ン」ノ・PH4.6二 於 テ 、 沈 澱 量 最 高 ナ ル コ ト

テ知 レ リ。

第13表 培 地(6)PH7.5Sucrose-Glukose

培 地 二於 ケル 水 可溶 性 「ツ ベル ク ロ プ ロテ イ

ソ」1・水 素 「イオ ン」濃 度

標
準

試
験
管
番
號

水 可溶 性 「ソベ ル ク ロプ ロテ イ ソ」

沈 澱 状 況

1
酉τ

謙 簸蓬擢耀 難 賛
2.2 十

十

O
J

一
4

5

ゐb

一
7
・

8

マ

一10

4⊥

9
留

9
σ

4
⊥

噌
上

イ
⊥

14

一
15

一
16

17

一
18

一
19
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総括拉二考按

以 上 ノ實験成績 ニヨ リ、次 ノ事 ラ知 レリ。即 チ

Glycerolテ 含 有 セル1・ong氏 培 地 ノ・結核菌登

育培地 トシテ、菌登育量 ノ貼 ヨリ甚 ダ優秀 ナル

コ ト.サ レド、「ツベ ル クロプロ ティ ン」沈 澱量

ノ黙 ヨ リ比較 スルニ、Glycerolテ 含 有 セザ ル

Glukose-Maltose(5封1)培 地 ノ・Long氏 培 地

及 ビSauton氏 培 地 テ凌駕 ス。

他方、 「ツベ ル クリン」皮 内反磨 強度 ヨ リ比較 ス

ル ニ、Sauton氏 培 地最 モ反慮力張 久 同一培

地 二於 テノ、、PH「 アル カ リ」側 ナルモ ノ程 、皮

内反慮力強 ク且 ツ、 「ツベル クロプロテイ ン」沈

澱 量 モ之 ト相虹行 ス。

培 地 ノ終末 水素 「イオ ン」濃度 ノ 「ッベ ル クロプ

ロ テイ ン」産生 一及 ス影響 トシテノ、「アル カ リ」

側 ナル程、産 生能大 ナルガ如 シ。

斯 ク ノ如 ク、第 一實験 ニ ヨリ合成培地 内二於 ケ

ル「ツベル クリ ン」産生能 ノ、、 「ツベ ル クリン」ガ

結核菌 ノ新 陳代謝産物 ナ リ トセバ、或 ル程度迄

結核菌 ノ褒育 景 ト李行 スベ キモ ノナル コ トノ・勿

論 ナ レ ドモ、培 地成分 ラ攣更 スル場 合 ニノ、必 ズ

シモ、卒行 スルモ ノー アラズ。例 ヘバGlukose一

Maltose培 地 ノ如 シ。 サ レド如何 ニ シテ斯 カル

差 異 テ生 ズル モノナルヵラ閑 明 スルノ・極 メテ困

難 ナル問題 ナ リ。

培地 ノ終 末水素 「イオ ン」濃 度 ラ「アル カ リ」側 ニ

ナ スコ トノミニ ヨリテ、 「ツベル ク リン」産生能

テ大 ニナ シ得 レ ドモ、輩 一之 ノ ミ・一ヨ リテ、読

明 スル コ ト能 ノ・ズ、Glukosei若 シ クノ・Maltose

ノ 如 キ 糖類 ノ・「グ リセ リン」代 用物 トシテ、結

核菌 ノ新陳代謝 二關與 シ、 「ツベ ル クリ ン」産 生

ラ促進 スル 作用 アルニ アラズ ヤ トモ 思惟 セ ラ

ノレo

更 二無蛋 白培 地 内 ノ「ツベル クロプロテ イン」沈

澱 ト「ツベ ル クリン」皮 内反 慮強度 トノ關係 二就

キテノ・第6、7、8表 ノ如 ク、大膿 二於 テ、拉 行

スル場合多 キモ、蛇 行 セザル場合 モ ア リ、後 者

ノ場合 ノ・極 メテ了解 二苦 ム黙 ナ リ。

次 二水可溶性 「ツベル クロプロテ イ ン」沈 澱域 二

關 シテへ 第10表 ヨ リ第13表 迄記載 セル ガ如

クニ、最 大沈澱量 二必要 ナ ル水素 「イオ ン」濃度

ハ、Long氏 培 地 ニ テノ・PH3.8Glukose。Mal-

tose培 地 二在 リテノ・PH2.8、Sauton氏 培 地
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二於 テ ノ・PH3 .8、Sucrose-Glulkose培 地 ノ・PH

4・6一 シ テ 、 各 培 地 一 ヨ リ テ、 水 素 「イ オ ン」濃

度 テ異 ニス。 サ レバ培 地 ノ異 ナル ニ從 ヒ、其 ノ

最高沈澱域 ヲ測 定 スル コ トヲ必要 トス。

結 論

(1)結 核 菌 ノ登育量 ト「ツベル ク リン」産 生量 ト

ハ毎常卒行 スルモ ノニ アラズ。例 ヘバ、「グ リセ

リン」不含、Glukose-Maltose培 地 ノ、「グ リセ リ

ン」含有Long氏 培 地 ヨリ登 育遙 カニ砂 ケ レ ド

モ其 ノ「ツ〈ごル ク リン」産生能ノ・大 ナ リ。

(2)同 一 培地 内二於 テ結核 菌 ノ培 養途 中 二於 テ

PHテ 移動 セ シムル トキハ、其 ノ終末水素 「イオ

ン」濃度 「アル カリ」側 ナルモ ノホ ド、 「ツベル ク

ロ プロテ イン」沈澱量大 ナ リ。

(3)Glukose若 クノ・Maltoseノ 如 キ糖類 ノ・結

核菌培 地成分 中 ノ「グリセリン」代用物 トシテ

「ツベル ク リン」産 生 ヲ促 スモ ノ ノ如 シ
。

(4)人 工培 地 内 ノ「ツベル クロプロテイ ン」沈澱

量 卜「ッベル ク リン」皮 内反慮 トノ・、大禮拉行 ス

ル モ ノナル モ、拉行 セザルモ ノモ ア リ。

(5)各 種 人工培地 二於 ケル、水可溶性 「ツベ ル

クロプロティ ン」ヲ最大限 二 沈澱 セシムル ニ必

要 ナル水素 「イオ ン」濃度 ノ・PH2.8ヨ リPH

4.6迄 ニ シテ、培地成分 ノ異 ナル ト共 二、沈澱

量拉 二至適水素 「イオ ン」濃度 モ憂 化 スル モ ノナ

リ。

(6)上 記 「ツベル クロ プロテイ ン」ノ最高沈澱 二

必要 ナル至適水素 「イオ ン」濃 度 テ決 定 スル コ ト

ノ、所謂 「ツベル クロ プロテ イ ン」ノ分 離及 ビ精製

二際 シ、必要訣 ク可 カ ラザル事 ナ リ。

稿 テ終 ル ニ臨 ミ、恩師戸 田教授 ノ御 懇篤 ナル御

指導拉 二御校閲 ラ謹謝 ス。
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附 圖 読 明

人 型結 核 菌F株50日 培 養 濾 液 中 ノTuberculoprotein

沈 澱 量 ヲ 示 ス モ ノナ リ(別 表 、 第3表 記 載)岡 二於 テ

左 ヨ リ訊 明 スノレニ

(9)鳥 潟 沈 澱 管 内 ノ沈 澱 状 況 ニ シ テSucrose-Glukose

Mediumヲ 使 用 シ 培 養 濾 液2cα 二、 三 鞭 化 酷 酸 溶

液2aα ヲ附 加 セル 場 合 ヲ示 ス。 沈 澱 量 ・・3.2ナ リ。

以 下 第3表 ノ如 ク ニ シ テ

(S)「 味 ノ素 」加 培 地 ノ場 合 。 沈 澱 量8.5

(4)Glukose-MaltoseMedium.沈 澱 量7.6

(2)Glukose-SucroseMedium.1沈 澱 量4.7

(7)Sauton'sMedium.『 沈 澱 量6.0

(3)Long'sMedium.沈 澱 量6.8ヲ 示 ス モ ノ ナ リ。
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